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６　軒天

　■本体の取り付け
　　　ＫＣＭ２Ｎは野縁に専用タッピングネジ（別売：ＫＣＭ２ＢＳ）で

　　　取り付けます。

　　　ＫＣＭ２Ｎ取り付け後、軒天材を取り付けます。

　■納まり図

野縁

ジョイント部

下記「ジョイントの取り付け」参照

専用タッピングネジ（別売）

ジョイント

ＫＣＭ２Ｎ本体

雨水　炎

風道

〈軒天井：水平〉

〈軒天井：勾配〉

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

胴縁

胴縁

野縁：

軒の幅方向・出方向とも、梯子組みとし、

軒天材の左右接合部は２本組み。

軒の出５００㎜を超える場合：

野縁および吊り木必要

軒先側取り付けの場合

野縁

ジョイント

ＫＣＭ２Ｎ本体

専用タッピングネジ（別売）

本体は突き付け

ＫＣＭ２Ｎ本体

ジョイント

両面接着テープで固定する

２ヶ所嵌合させること

ＫＣＭ２Ｎ本体

ジョイント

両面接着テープのセパレーターを

剥がしておく

ＫＣＭ２Ｎ本体
両面接着テープ固定

　■ジョイントの取り付け
　　　ＫＣＭ２Ｎ本体を突き付けて、ジョイントは中央の方から取り付け、ＫＣＭ２Ｎ本体と嵌合させます。

　　　ジョイントの取り付け後、本体端部を野縁にビス留めします。

　■断面寸法および有効開口面積

換気孔：4.5㎜×16.5㎜　＠6.5㎜

有効開口面積：100㎠ /m

※特殊遮炎発泡材

（ＫＣＭ２Ｎ□□は、特殊遮炎発泡材なし）

軒先側取り付けの場合

　６－９　納まり詳細図

ニチハシーリング

片ハットジョイナー

　

６　軒天

■各部の納まり

ＫＣＭ２Ｎ本体、役物の端部に鋭利な部分がありますので手袋をして扱ってください。

けがの原因となることがあります。

<水平軒天> <勾配軒天>

<水平軒天>

<勾配軒天>

ＫＣＭ２Ｎ

本体
入隅カバー

コウモリ防止材 ＫＣＭ２Ｎ本体
勾配入隅カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ

本体 頂部カバー

※４・５・６寸標準

コウモリ防止材

角部カバー

※４・５・６寸標準ＫＣＭ２Ｎ本体

ＫＣＭ２Ｎ本体

出隅カバー

軒天受け

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ本体

コウモリ防止材

勾配出隅カバー

※４・５・６寸標準

軒天受け

ＫＣＭ２Ｎ本体端部にエンドカバーを差し込んだ後、

ＫＣＭ２Ｎ本体を取り付ける。
※側面の水抜き孔は

　 ふさがないでください。

※エンドカバーは左勝手、

　 右勝手があります。

　 本図はエンドカバー左を

　 示しています。
エンドカバー

水抜き孔

出隅カバー・勾配出隅カバー部分への

軒天材の施工はＫＣＭ２Ｎ本体と軒天

受けの間に軒天材を差し込んでください。

軒天受け

出隅カバー

軒天材

軒裏・天井裏へのコウモリなどの侵入を防ぐため、ＫＣＭ２Ｎ本体にコウモリ防止材を取り付けます。

取付箇所：コーナー役物（出隅カバー・勾配出隅カバー・入隅カバー・勾配入隅カバー・頂部カバー・角部カバー）に納まるＫＣＭ２Ｎ本体

取付方法：

手順①　コウモリ防止材をＫＣＭ２Ｎ本体端部に両面テープで貼り付けます。

手順②　ＫＣＭ２Ｎ本体の片側にカバーを差し込むように嵌合させ、ＫＣＭ２Ｎ本体を野縁にビス留めします。

手順③　もう片方のＫＣＭ２Ｎ本体をカバーに差し込むように嵌合させ、野縁にビス留めします。

●入隅コーナー

●出隅コーナー

●切妻頂部 ●母屋下がり部

●見切り端部

ＫＣＭ２Ｎ本体

入隅カバー
ＫＣＭ２Ｎ本体出隅カバー

柱芯
胴縁

切妻頂部

●ＫＣＭ２Ｎ本体の出隅側は柱芯にあわせるなど、

　 野縁のスパンと調整しながら差し込んでください。

●ＫＣＭ２Ｎ本体の入隅側は壁から隙間が

　 ９０㎜できるよう差し込んでください。

●ＫＣＭ２Ｎ本体は頂部から隙間が１０㎜

　できるよう納めてください。

■コウモリ防止材・コーナー役物の取り付け

コウモリ防止材

（裏側に両面テープ付）

ＫＣＭ２Ｎ本体端部に貼り付け

ＫＣＭ２Ｎ本体

本体との取り合い

ＫＣＭ２Ｎ本体

コウモリ防止材

コウモリ防止材

ＫＣＭ２Ｎ本体

軒天受け
出隅カバー

STOP！

警　　告　
　

　６－９　納まり詳細図


